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イメージ論を組み込んだ社会科授業の構想
























































































































































































































































































































































































































































































「視点」　　「視点」の｜,浦. 付燃 鵞 剽
耳 贏 …………………………………
む 言 ⑤
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(加子母は)桃太郎を全国で最も早く戴培し●rw/･･r-●･●二･1亅丶F'3b4″f ･こxj･ '二心 FI』｀亅･yji･冫'wa) 栽 始めた。桃太郎は高く売れる。　　　　　　　＾
桃太郎はタキイ種苗会11:で開発された品種である。
桃太郎戟培は伎術がいり
、難しく収咀が落ちる。
(三浦さんのトマト栽培に関する愉報)
｢問題｣
匸
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……………………………「1見,ａ」の活動…んはどうしたらいいのだろう。」
変わる品種を作る。
イ　店に直接売りに行く。
ウ　土の改良や、技術をあげて、おいしいトマトを作る。
→
推測
S-･卜-
●4●-●･●1|i
｜ ③
→
「視点」の目的
意図
、関心痢
・収人を多くしたい。・高く売れるト
マトを作りだい。
「行為の制約」を受けて
→ →
の行為
無農薬・有機栽培のあんみっ姫を栽培し始める。
｢理解｣…
図１０　【視点】①，【視点】②・③・④の詳細
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【③】
(ウに関
・当時のそうと
行為の制約
【②】
（アに関して）「不可能な理由亅・当時は、道が悪かったので通勤は無理。
・当時は、自家川ll寸を持っていない。鉄道がない。
（イに関して）「不可能な皿巾」
当時は、道路、鉄道も整備されていないので工
業は無理
。
大きな町から離れ過ぎている。
して）（不可能な
林業の様子から、
いうのは無理して）「不可能な
理山
」
加子母だけで盛りかえ
（エに関して）「不可能な理由」・確かにお金はもうかるが、できるだけ避けたい
【①】
｢なぜ加子母付ではトマト栽培を始めたのか｣
（問いＡ）　 １
加子母村では
、不振の林業にかわって、冷涼なＩ
内陸哇の気候であることや
、「野安法」で保護ｉ
されるという条件から、トマト栽培を始めた。ｉ
（Ｉに関する下位の説明的知識Ａ）　　　　ｉ……………………………………………………-､･……………１
………［鬪］…………
【①】
「なぜ三浦さんは、それまでのトマトに
かえて、作るのが難しく収凧の落ちる暁
太郎を栽培し始めたのか」（問いＢ）・日持ちのする桃太郎は、転送などで時
間がかかる卸売業者や店頭に長く並べて
おきたい小売りからの需要が高い。従っ
て三浦さんは栽培の難しい桃太郎に転換した。（Ｉに関する下位の説明的知識Ｂ）
「なぜ暁太郎はわずか２年でもうからな
くなったのか」（問いc-l)・桃太郎は、激しい産地間競争のため、
他の農家も
、素早く桃太郎に転換したの
で、めずらしくなくなった。で（Ｉに関する下位の説明的知識Ｃ）
制約………
可能な理由」は容易にできない。
三浦さんは、収量か少なくて価棉か高
みっ姫を栽培しようとするのか亅（問
者が高価格でも安全で本物の野菜を望ったので、三浦さんは、高価格ではあ
・有機栽培のあんみっ姫を栽培し始め（Ｉに関する下位の説明的知識
｢説明｣
｢尹舁⊃
【③】
（アに関して）「不
・品種改良は産地で（イに関して）「不可能な理由」・店に売りにいっても、他の産地からの桃太郎が
くれば値段はかわらない。
（ウに関して）・実際に行えそうである。→「実際の行為へ」
【①】
｢なぜ
るあん・消費
うにな無農薬
